
 

2025 年度 

産業動物獣医師地域枠特別選抜個別学力検査 

獣医学部 

小 論 文 問 題 冊 子 

解答時間 60 分 

 

注 意 

解答始めの指示があるまで問題冊子を開かないこと。 

 

(1)  問題冊子の他，解答用紙 2 枚，下書き用紙 2 枚が同封されている。試験始

めの指示の後，確認すること。 

 

(2) 解答開始後ただちに，すべての解答用紙の所定欄に，受験番号を丁寧に記

入すること。 

 

(3) 解答は，すべて解答用紙の所定欄に記入し，裏面は使用しないこと。下書き

には，下書き用紙を使用すること。 

 

(4) 解答終了後，配布された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子と下書

き用紙は持ち帰ること。 

 

 

  



 

 

（    余   白    ） 

 

 

 

  



 以降のページに記載する課題１と２の問いに対する解答を、それぞれの解答

用紙（1枚以内）に書きなさい。 

 

  



＜課題１＞ 

 あなたが住む地域の畜産業の現状と獣医師が果たしている役割や業務につい

て説明しなさい。 

（500 字以内）。 

 

  



＜課題２＞ 

次の新聞記事を読み、以下の問いに答えなさい。 

オンライン診療、ペットも 農水省が指針策定、本格解禁へ

犬や猫などペットのオンラインによる遠隔診療が本格的に解禁される。これ

まで、ペットのオンライン診療について政府が定めた基準はなかったが、農林

水産省が新たに指針を策定し、初診からオンラインで診療できることを明確化

する。獣医師がオンライン診療に参入しやすくなるほか、飼い主らの利便性向

上にもつながると期待されている。近く政府が閣議決定する規制改革推進会議

の実施計画に盛り込む。 

ペットのオンライン診療を巡っては、日本獣医師会が 2022 年、「かかりつけ

獣医師が一定の条件を満たして行うのであれば、初診から遠隔診療を行える」

などとするガイドラインを策定し、導入する獣医師らが増えてきた。 

しかし、内閣府の規制改革・行政改革ホットライン（縦割り 110 番）には

「ガイドラインに沿ってオンライン診療を始めたところ、東京都から『獣医師

法に抵触する』と指導があり、事業を停止した」との訴えが寄せられた。内閣

府規制改革推進室が中心になって検討した結果、獣医師がオンライン診療を行

う上で、法的安全性を確保する必要性があると判断した。 

（引用元：毎日新聞 2024 年 6 月 15 日東京朝刊） 

問い： 

 獣医療におけるオンライン診療の活用が進展する中、産業動物診療と伴侶動

物診療では、その必要性や活用方法が大きく異なる。診療の対象となる動物の

特徴や飼育環境の違いを踏まえて両者を比較し、特に産業動物診療における遠

隔診療の活用可能性について、具体的な事例を挙げながら論じなさい。 

（500 字以内）。 

引用元：毎日新聞2024年6月15日東京朝刊



 

 

（    余   白    ） 

 

 

 

 




